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ミロク会計人会INFORMATION
定期総会報告

ミロクシステムQ&A
『ACELINK NX-Pro会計大将（よくあるお問い合わせ）』

特別企画
地方法人税の創設と実務上の注意点

ご当地自慢
茨城県南部

百年企業
株式会社岩の原葡萄園

事務所訪問
藤井経営グループ 藤井会計事務所

今月の表紙：とちぎ秋祭り
撮影：田村 栄（関東信越ミロク会計人会）　場所：栃木県栃木市

リレーエッセイ
関東信越ミロク会計人会　飯田 昭雄



今今を見つめ、未来未来をちかい、日本日本創生！！

第39回全国統一研修会

中部大会
in名古屋名古屋

日々刻々と移り変わる世界を見つめ、常に最新の情報や知識、技術を皆さまに提供し
開催して参りました全国統一研修会。39回目の今回は、事務所の今後の成長戦略を描くために

有用な情報、そして顧問先企業の経営を力強く支援するために役立つ情報等が得られる研修を中心に行います。
基調講演には、ミリオンセラー小説にして映画も大ヒットを記録した『永遠の0』の作者である、
放送作家・小説家の百田 尚樹氏をお招きし、「日本人の誇り」と題してご講演いただきます。

　全国統一研修会に、多数の皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

1
9
5
6
年
2
月
23
日
大
阪
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
法
学
部
（
中
退
）
大
学
在
学

中
に
『
ラ
ブ
ア
タ
ッ
ク
』
に
出
演
し
、
み
じ
め
ア
タ
ッ
カ
ー
の
常
連
だ
っ
た
。
大
学

生
活
5
年
目
で
中
退
、
そ
の
後
放
送
作
家
と
な
り
『
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
』、『
大

発
見
！
恐
怖
の
法
則
』
な
ど
の
番
組
の
構
成
を
手
掛
け
た
。
2
0
0
6
年
『
永
遠

の
0
』（
太
田
出
版
）
を
発
表
し
、
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
09
年
『
Ｂ
Ｏ

Ｘ
』
が
第
30
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
候
補
、
第
6
回
本
屋
大
賞
の
5
位
に
選
出
さ
れ
、

映
画
化
さ
れ
た
。
12
年
10
月
15
日
付
け
オ
リ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
文
庫
部
門
で
『
永
遠

の
0
』
が
1
0
0
万
部
を
突
破
。
文
庫
部
門
で
は
13
作
目
の
ミ
リ
オ
ン
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

東
宝
に
よ
る
映
画
化
が
決
定
し
た
。
13
年
『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』
で
本
屋
大
賞
を

受
賞
。「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
」
で
は
「
怒
れ
る
オ
ッ
サ
ン
大
賞
」

を
受
賞
。

●
著
書

「
永
遠
の
0
」 （
太
田
出
版
／
講
談
社
文
庫
）

「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」（
2
0
0
8
年
7
月
太
田
出
版
）

「
モ
ン
ス
タ
ー
」（
2
0
1
0
年
3
月
幻
冬
舎
/
2
0
1
2
年
4
月
幻
冬
舎
）

「
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
」（
2
0
1
2
年
7
月　

講
談
社【
上
・
下
】）

「
夢
を
売
る
男
」（
2
0
1
3
年
2
月
太
田
出
版
） 

等
多
数

■ 

会　

場 

： 「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
」

■ 

講　

師 

： 

放
送
作
家
・
小
説
家

　
　
　
　

百ひ
ゃ
く
た田 

尚な
お
き樹 

氏

■ 日　程 ： 平成26年11月6日（木）

■ 会　場 ： 名古屋東急ホテル
 愛知県名古屋市中区栄4-6-8
 TEL：052-251-2411

午後12時30分～
午後1時45分～4時00分
午後4時30分～6時00分

主催：ミロク会計人会連合会
担当：中部ミロク会計人会
協賛：株式会社ミロク情報サービス

■受　 　　　　付：
■式典 ・ 基調講演：
■第1・2・3分科会：

「
日
本
人
の
誇
り
」

式典・
基調講演
定員1,100人
参加費無料

2月刊税理士事務所CHANNEL



日
産
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
の
国
際
業
務
部
門
で
活
躍
し
た
後
、
融
資

部
に
転
じ
審
査
課
長
、
業
務
課
長
と
し
て
融
資
実
行
審
査
、
不
良
債
権
回
収

の
責
任
者
の
職
を
歴
任
。
2
0
0
0
年
に
同
社
を
退
職
、
株
式
会
社
千
代
田

キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
設
立
し
、
代
表
取
締
役
に
就
任
。
事
業
再

生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
。
全
国
で
中
小
企
業
の
再
生
を
成
功
さ
せ

て
い
る
。
敬
愛
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
実
務
経
験
を
生
か
し
た
指
導
を
し
、

不
動
産
鑑
定
士
・
税
理
士
と
し
て
税
務
・
不
動
産
鑑
定
業
務
も
行
っ
て
い
る
。

●
著
書　
『
銀
行
の
合
意
が
得
に
く
い
場
合
の
事
業
再
生
の
進
め
方
』『
リ
ス

ケ（
返
済
猶
予
）に
頼
ら
な
い
事
業
再
生
の
す
す
め
』『
ど
う
し
た
ら
銀
行
に
債

権
放
棄
を
し
て
も
ら
え
る
か
』（
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
ス
）等
多
数

　

1
9
4
5
年
名
古
屋
市
熱
田
区
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
、
常
磐
津
節
や
西
川

流
日
本
舞
踊
な
ど
に
親
し
み
、
入
学
し
た
名
古
屋
大
学
で
も
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞

伎
な
ど
伝
統
芸
能
を
研
究
。1
9
7
5
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
後
、
南
山
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
科
専
任
講
師
、
文
学
部
助

教
授
を
経
て
、1
9
8
9
年
に
同
学
部
教
授
、
本
年
3
月
南
山
大
学
を
定
年
退
職
、

4
月
よ
り
東
海
学
園
大
学
教
授
と
な
り
現
在
に
至
る
。
ま
た
、1
9
9
2
年「
常

磐
津
節
の
基
礎
的
研
究
」（
和
泉
書
院
）で
第
10
回　

田
辺
尚
雄
賞（
東
洋
音
楽

学
会
）受
賞
。N
H
K
テ
レ
ビ「
北
陸
東
海　

文
さ
ん
の
味
な
旅
」な
ど
へ
の
出

演
や
講
演
な
ど
、
活
発
な
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

●
著
書　
『
ひ
だ
・
み
の 

地
芝
居
の
魅
力（
安
田
徳
子
氏
と
の
共
著
）』（
岐
阜
新

聞
社
）、『
歌
舞
伎
入
門（
安
田
徳
子
氏
と
の
共
著
）』（
お
う
ふ
う
）等
多
数

八
洲
開
発
株
式
会
社
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
を
経
て
、
1
9
7
4

年
に
喫
茶
バ
ッ
カ
ス
を
開
業
し
、
78
年
に
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
C
o
C
o
壱
番

屋
を
創
業
。
82
年
に
株
式
会
社
壱
番
屋
を
設
立
、
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

98
年
に
株
式
会
社
壱
番
屋
の
代
表
取
締
役
会
長
、 

2
0
0
2
年
に
創
業
者
特

別
顧
問
に
就
任
（
現
職
）。「
ニ
コ
ニ
コ
・
キ
ビ
キ
ビ
・
ハ
キ
ハ
キ
」
を
社
是

に
居
心
地
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
店
舗
づ
く

り
に
尽
力
。
国
内
外
に
店
舗
網
を
拡
大
し
、
現
在
同
店
は
1
3
0
0
店
舗
を

超
え
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。

●
著
書　
『
C
o
C
o
壱
番
屋　

答
え
は
す
べ
て
お
客
様
の
声
に
あ
り
』（
日

本
経
済
新
聞
出
版
社
）、『
日
本
一
の
変
人
経
営
者
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
夢

を
持
つ
な
！ 

目
標
を
持
て
！
』（
商
業
界
）等
多
数

■ 

会
場 

： 「
錦
の
間
」

■ 

講
師 

： 

株
式
会
社
千
代
田
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役

　
　
　
　

  

／
不
動
産
鑑
定
士
・
税
理
士
・
経
済
学
博
士
・
経
営
学
博
士　
　

　

 　

髙た
か
は
し𣘺 

隆た
か
あ
き明 

氏

■ 

会
場 

： 「
調
の
間
」

■ 

講
師 

： 

東
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授　

南
山
大
学
名
誉
教
授　
　
　

 

　
　
　

 

安や
す
だ田 

文ぶ
ん
き
ち吉 

氏

■ 

会
場 

： 「
舞
の
間
」

■ 

講
師 

： 

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋　

創
業
者

　
　
　

 　

宗む
ね
つ
ぐ次 

德と
く
じ二 

氏

懇親パーティー
時間　午後6時30分～8時30分
会場　ヴェルサイユ
会費　12,000円（小学生以下は6,000円）

懇親ゴルフ大会
日程　平成26年11月7日（金）
会場　三好カントリー倶楽部
定員　100名

記念旅行
「遠州・大井川鐡

てつどう

道と世界文化遺産富士山を望む旅」
日程　平成26年11月7日（金）～9日（日）
最大催行人数60名

申し込み方法
お申し込みは、同封しております申込用紙もしくは、ミロク会
計人会ホームページ（https://www.mirokukai.ne.jp/）の「第
39回全国統一研修会・中部大会in名古屋」に掲載しております
申込書をプリントアウトの上、FAX（0120‒369‒773）へ
お申し込みください。なお、お申し込みは、会場の都合上、定員が
ございますのでお早めにお願い致します。

※最終締切は、基調講演・各分科会が10月31日（金）、懇親パーティー・懇親
ゴルフ大会・記念旅行が9月30日（火）となります。

※詳しくは同封の「全国統一研修会案内」をご覧ください

「
顧
問
先
の
事
業
再
生
に
つ
い
て
、

会
計
事
務
所
が
ど
う
取
り
組
む
か
」

「
徳
川
家
康
・
宗
春
と

名
古
屋
の
底
力
」

「
宗
次
流　

独
断
と
偏
見
の
経
営
哲
学
」

第一
分科会
定員280人
参加費無料

第三
分科会
定員250人
参加費無料

第ニ
分科会
定員250人
参加費無料

3 月刊税理士事務所CHANNEL



日
時　

平
成
26
年
７
月
25
日（
金
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス ｢

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム｣

議
題

第
1
号
議
案　

新
任
副
会
長
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

第
38
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
3
号
議
案　

第
38
期
収
支
決
算
承
認
の
件　

監
査
報
告

第
4
号
議
案　

第
39
期
事
業
計
画(

案)

承
認
の
件

第
5
号
議
案　

第
39
期
収
支
予
算(

案)

承
認
の
件

第
6
号
議
案　

役
員
改
選（
案
）承
認
の
件

報
告
事
項

⑴　

第
39
回
全
国
統
一
研
修
会
・
中
部
大
会
in
名
古
屋
開
催
進
捗
報
告

⑵　

各
単
位
会
の
状
況
報
告

⑶　

各
委
員
会
の
活
動
報
告

⑷　

Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
現
状
報
告

⑸　

そ
の
他

次
の
３
名
の
方
が
連
合
会
副
会
長
と
し
て
、
１
名
の
方
が
監
事
と
し
て

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
関
東
信
越
会 

新
会
長 

増
田 

正
廣

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
中
国
会 

新
会
長  

吉
井 

利
幸

連
合
会 

新
任
副
会
長
・
九
州
会 

新
会
長  

大
久
保 

昌
逸

連
合
会 

新
任
監
事　
　
　
　
　
　
　

 
 

武
安 

紘
二

　 ミロク会計人会 INFORMATION

武安 紘二 連合会新監事

九州会　大久保 昌逸 新会長

中国会　吉井 利幸 新会長

関東信越会　増田 正廣 新会長

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／平成26年7月11日（金）
会場／JRホテルクレメント高松
≪記念講演会≫
演題／茶の湯の歴史と心
講師／表千家教授　

土井 伸一 氏

四 国 会

日時／平成26年7月22日（火）
会場／ソラリア西鉄ホテル
≪講演会≫
演題／「黒田官兵衛（如水）と太宰府」
講師／太宰府天満宮 禰宜・総務統括長兼文化研究所主管

味酒 安則 氏

九 州 会

日時／平成26年6月24日（火）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念研修会≫
演題／「会計事務所のデジタルデバイス活

用法」
企画運営／情報ネットワーク委員会

沖 縄 会

日時／平成26年6月16日（月）
会場／名古屋東急ホテル
≪記念講演会≫
演題／「相続税・贈与税への実務対応」
講師／税理士　

岩下 忠吾 氏

中 部 会

日時／平成26年7月3日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／相続税申告の受任から資料収集・申

告書作成のポイントまで
講師／MJS税経システム研究所客員研究員　税理士

武田 秀和　氏

近 畿 会

中 国 会

日時／平成26年7月11日（金）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪記念講演会≫
演題／あるべき法人課税の方向性
講師／東京大学教授・税制調査会会長　

中里 実 氏

関東信越会

東 京 会

日時／平成26年6月6日（金）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪記念講演会≫
演題／「靴下屋を成功に導いた経営哲学　

～21世紀に伝えるものづくりの魂～」
講師／タビオ 株式会社 代表取締役会長

越智 直正 氏

北 陸 会
日時／平成26年7月4日(金)
会場／ホテル黒部
≪記念講演会≫
演題／「これからの会計事務所成長戦略　

～ここまで進んでいる! 全国の急成長事務所の動き～」
講師／株式会社実務経営サービス　代表取締役　

中井 誠 氏

北 海 道 会

日時／平成26年7月10日（木）
会場／ホテルメトロポリタン仙台
≪研修会≫
演題／「税務調査の大きな盲点となる

印紙税の理論と実践」
講師／株式会社 ナオ企画　代表取締役　

田辺 直樹 氏

東 北 会

第
39
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／平成26年7月17日（木）
会場／ホテルグランヴィア岡山
≪記念講演会≫
演題／「中小会社の事業再生と事業譲渡・会社分割制度

の活用～良い第2会社方式と悪い第2会社方式～」

講師／早稲田大学商学学術院教授・MJS税経システム
研究所 商事法研究会顧問　中村 信男 氏

日時／平成26年7月1日（火）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／「国際税務の調査事例とその対応策」
講師／MJS税経システム研究所客員講師

埼玉学園大学大学院教授・税理士　
望月 文夫 氏

4月刊税理士事務所CHANNEL



地方法人税課税の偏在是正（案）

地
方
法
人
税
の
創
設
と
実
務
上
の
注
意
点

特
別
企
画

1　

創
設
の
背
景

地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ
た
背
景

に
は
、
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ

（
1
％
↓
1
・
7
％
）
が
あ
り
ま
す
。

地
方
消
費
税
が
引
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
東
京
都
の
よ
う
な
地
方

交
付
税
の
不
交
付
団
体
の
財
源
超
過

額
が
拡
大
し
、
不
交
付
団
体
と
交
付

団
体
間
の
財
政
力
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
税
制
調
査
会
に
お
い
て
、

偏
在
是
正
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
一
部
の
交

付
税
原
資
化
を
図
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
た
結
果
、
今
回
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

2　

改
正
の
内
容

法
人
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
法

人
は
、
基
準
法
人
税
額
に
4
・
4
％

の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
地
方
法

人
税
を
、
法
人
税
と
同
じ
時
期
に
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

基
準
法
人
税
額
と
は
、
法
人
税
の

課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所

得
の
金
額
に
つ
い
て
、
法
人
税
法
そ

の
他
の
法
人
税
の
税
額
の
計
算
に
関

す
る
法
令
の
規
定
（
所
得
税
額
控
除
、

外
国
税
額
控
除
お
よ
び
仮
装
経
理
に

基
づ
く
過
大
申
告
の
場
合
の
更
正
に

伴
う
法
人
税
額
の
控
除
に
関
す
る
規

定
を
除
く
）
に
よ
り
計
算
し
た
法
人

税
の
額
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
法
人
住
民

税
法
人
税
割
の
税
率
が
道
府
県
民

税
・
市
町
村
民
税
を
併
せ
て
4
・
4

％
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
平
成
26
年
10

月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
課
税
事
業

年
度
の
基
準
法
人
税
額
に
対
す
る
地

方
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

3　

実
務
上
の
注
意
点

（
1
）
外
国
税
額
の
控
除

各
課
税
事
業
年
度
の
法
人
税
に
つ

い
て
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
お
い
て
、
控
除
対
象
外
国

法
人
税
の
額
が
法
人
税
の
控
除
限
度

額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
課
税
事

業
年
度
の
国
外
所
得
に
対
応
す
る
地

方
法
人
税
の
額
を
限
度
と
し
て
、
そ

の
超
え
る
金
額
は
、
そ
の
課
税
事
業

年
度
の
地
方
法
人
税
の
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
2
）
申
告
お
よ
び
納
付

①
確
定
申
告

地
方
法
人
税
の
申
告
お
よ
び
納
付

は
、
地
方
特
別
法
人
税
と
は
違
い
、

原
則
と
し
て
各
課
税
事
業
年
度
終
了

の
日
の
翌
日
か
ら
2
月
以
内
に
、
税

務
署
長
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
地
方
法
人
税
の
主
な

申
告
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

別
表
1

各
事
業
年
度
の
所
得
地
方
法
人
税
に

係
る
申
告
書

別
表
2

外
国
税
額
の
控
除
に
関
す
る
明
細
書

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
税
率
が

引
下
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

背
景
と
実
務
上
の
注
意
点
を
解
説
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

税
制
改
正
に
よ

り
、
復
興
特
別

法
人
税
が
1
年

間
前
倒
し
で
廃

止
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
は
税

務
署
長
に
対
し
て
地
方
法
人
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

②
中
間
申
告

法
人
税
の
中
間
申
告
書
を
提
出
す

べ
き
法
人
は
、
法
人
税
中
間
申
告
書

に
係
る
課
税
事
業
年
度
開
始
の
日
以

後
6
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
2
月
以

内
に
、
税
務
署
長
に
対
し
地
方
法
人

税
中
間
申
告
書
を
提
出
・
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）
法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特

別
税
の
改
正

ま
た
、
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
、
平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
に

開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
地
方
法
人

特
別
税
の
概
ね
3
分
の
1
が
法
人
事

業
税
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

法
人
事
業
税
（
所
得
割
・
収
入
割
）

お
よ
び
地
方
法
人
特
別
税
の
税
率
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

西
に し の

野 道
み ち の す け

之助 氏
1985年に中央大学経済学部を
卒業し、平川税務会計事務所（現 
税理士法人平川会計パートナー
ズ）に入所、現在に至る。税理士
法人平川会計パートナーズ社員
税理士、日本税務会計学会委員
（会計部門）、MJS税経システム
研究所・客員研究員。著書に『業
種別で見る8％消費税(共著）』（税
務研究会）など。

1.法人住民税の交付税原資化
　消費税率8％段階において、地域間の税源の偏在性を是正し、
財政力格差の縮小を図るため、法人住民税法人税割の一部を国
税化（地方法人税（仮称））し、税収全額を交付税原資化
○法人住民税法人税割の税率引下げ（標準税率ベース）
（都道府県分）5.0％→3.2％（△1.8％）
（市町村分）12.3％→9.7％（△2.6％）
○地方法人税（仮称）の創設
・課税標準：法人税額
・税率：4.4％
・賦課徴収：国（税務署）
＊平成26年10月1日以後に開始する事業年度から適用
※消費税率10％段階：「法人住民税法人税割の地方交付税原資化をさらに進める」
（平成26年度与党大綱）

2.地方法人特別税・譲与税の規模縮小
○法人事業税へ3分の1相当を復元（0.7兆円程度（平年度ベース））
＊平成26年10月1日以後に開始する事業年度から適用
※消費税率10％段階：「地方法人特別税・譲与税を廃止するとともに現行制度の意
義や効果を踏まえて他の偏在是正措置を講ずるなど、関係する制度について
幅広く検討を行う」（平成26年度与党大綱）

国税化の規模
（平年度ベース）
→0.5兆円程度

出典：財務省資料
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て

医
業
経
営
支
援
に
特
化

―
グ
ル
ー
プ
の
全
体
像
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

藤
井
泉
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）　

全
体
の
職
員
数
は
1
0
0
名
で
、
会

計
事
務
所
を
は
じ
め
、
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
社
会
保
険
労
務

士
事
務
所
、
人
材
派
遣
会
社
な
ど
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
顧
問
先
の

業
種
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
医
業
と
農
業
の
経
営
支
援
に
強

み
が
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
開
業
時
の
様
子
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

藤
井　

開
業
時
は
周
囲
に
税
理
士
が

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
顧
問
先
は
次
々
と
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
で
す
が
、
私
は
そ
の
状
況

に
満
足
せ
ず
、
顧
問
先
を
月
に
1
回

は
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
顧
問
先
の
経
営
を
支

援
す
る
以
上
、
そ
の
会
社
の
仕
事
や

事
業
を
正
し
く
理
解
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

製
造
業
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
技

術
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作

っ
て
い
る
の
か
、
常
時
、
ど
の
程
度

の
在
庫
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。

―
訪
問
時
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
た
か
。

藤
井　

と
に
か
く
経
営
者
の
良
き
相

　群馬県伊勢崎市に自社ビルを構える藤井経営グループ。
中小企業経営や医業経営の安定と繁栄に貢献することを理念に、会計・税務はもちろん、経営支援や人事労務、
M＆A、資産運用、保険、事業承継に至るまで幅広いサービスで顧問先を支援しています。

医業経営支援のワンストップサービスを柱に
介護や農業分野にもマーケットを拡大

群馬県伊勢崎市

所在地／群馬県伊勢崎市宮子町3220
TEL／0270-25-7696
設立／1967年
職員数／100名（グループ全体）
導入システム／ACELINK NX-Pro
http://www.ccgnet.co.jp/

事 務 所事 務 所 訪 問

藤井経営グループ

藤井会計事務所
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談
相
手
に
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

そ
し
て
相
談
を
受
け
た
ら
、
ど
ん
な

こ
と
に
で
も
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
事
務
所
で

は
税
務
会
計
、
経
営
支
援
、
人
事
・

労
務
、M
＆
A
、
資
産
運
用
、
保
険
、

事
業
承
継
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
い
つ
頃
か
ら
医
業
経
営
の
支
援

に
注
力
さ
れ
た
の
で
す
か
。

藤
井　

1
9
7
3
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
顧
問
先

が
次
々
と
廃
業
し
、
そ
れ
と
同
時
に

仕
事
が
減
り
ま
し
た
の
で
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
か
ら
、
将
来
の
成
長
産
業
に
着

目
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と

が
、
事
務
所
の
発
展
ひ
い
て
は
顧
問

先
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
医
療
法
改
正
で
一

人
医
師
医
療
法
人
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
今
後
個
人
開
業

医
の
法
人
化
が
進
む
だ
ろ
う
と
想
定

し
、
医
業
経
営
支
援
に
特
化
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

時
代
を
先
取
り
し
た

医
業
や
農
業
の
あ
り
方
を
提
案

―
医
療
法
人
を
支
援
す
る
上
で
の

留
意
点
や
注
力
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

藤
井　

ま
ず
、
顧
問
先
同
士
の
診
療

圏
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
払

い
ま
し
た
。
新
規
の
ご
相
談
が
既
存

の
顧
問
先
の
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
、

引
き
受
け
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を

貫
き
続
け
、
今
あ
る
顧
問
先
と
の
信

頼
関
係
や
道
義
を
重
ん
じ
た
の
で
す
。

ま
た
、
医
業
関
係
の
法
律
や
制
度
は

頻
繁
に
変
わ
る
の
で
、M
M
P
G（
メ

デ
ィ
カ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）
に
加
盟
し
、

常
に
最
新
の
情
報
を
仕
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
得
た
情
報

を
現
場
で
フ
ル
活
用
で
き
る
よ
う
、

職
員
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
9
人
の
職
員
が
医
業
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
、
医

療
機
関
の
開
業
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
教

育
・
研
修
、
医
療
法
人
の
設
立
、
事

業
承
継
ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

医
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
6
名
の
社
会
保
険
労
務
士
も

所
属
し
て
い
る
の
で
、
就
業
規
則
の

作
成
を
は
じ
め
と
し
た
人
事
労
務
関

係
支
援
も
で
き
ま
す
。

―
医
業
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は

福
祉
・
介
護
の
分
野
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

藤
井　

医
療
法
人
が
医
療
法
人
付
帯

業
務
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
な

ど
）
を
手
掛
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

そ
れ
に
伴
い
介
護
事
業
に
関
す
る
相

談
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に

こ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
っ
て
い
く
の

で
、
多
く
の
顧
問
先
が
医
業
と
介
護

事
業
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
私
た
ち
も
経
営
支
援
の
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
農
業
経
営
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
で
す
ね
。

藤
井　

私
は
地
元
の
J
A
の
顧
問
を

務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
数
多

く
の
農
事
組
合
法
人
の
設
立
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
農
事
組
合
の
現
状
を
見
て
み
る

と
、
ほ
と
ん
ど
が
助
成
金
頼
み
の
経

営
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
そ
れ
で
は
大
企
業
の
農
業
参
入

や
T
P
P
と
い
っ
た
大
き
な
時
代
の

流
れ
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
当
事
務
所
は
訪
問

や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
農
業
従
事

者
の
方
々
に
も
会
計
・
税
務
や
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
が
農
業

生
産
法
人
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

農
業
生
産
法
人
は
税
制
面
で
優
遇
さ

れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
分
、
法
人
形
態
の
選
択
や

各
種
申
請
な
ど
面
倒
な
こ
と
も
多
い

の
で
、
そ
の
あ
た
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

や
る
気
の
あ
る
事
業
者
に
は
加
工
や

直
売
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
6
次
産

業
化
な
ど
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
と

経
営
ス
タ
イ
ル
を
導
入

―
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
す
か
。

藤
井　

職
員
の
上
に
業
務
部
長
を
配

置
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
執
行
部
を

設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
目
標
管

理
や
業
務
の
進
捗
状
況
な
ど
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

会
計
事
務
所
と
い
え
ば
、
所
長
と
そ

の
他
の
職
員
と
い
う
構
図
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
事
務
所
で
は

一
般
企
業
と
同
じ
よ
う
な
組
織
体
制

を
構
築
し
、
業
務
の
標
準
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

―
職
員
の
皆
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
て
い

ま
す
か
。

会計事務所では珍しい、フリーアドレスオフィスを採用

事 務 所 訪 問事 務 所 訪 問
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る
そ
う
で
す
ね
。

藤
井　

外
資
系
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
を

参
考
に
し
て
、
固
定
席
を
設
け
な
い

座
席
共
用
ス
タ
イ
ル
（
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス
オ
フ
ィ
ス
）
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
結
果
的
に
職
員
一
人
ひ
と
り
が

机
の
中
に
資
料
や
情
報
を
抱
え
込
ま

な
く
な
り
、
部
屋
全
体
が
す
っ
き
り

と
し
た
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
部
署
間
の
垣
根
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
顧
問
先
の
情
報
共
有
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自

然
と
打
ち
合
わ
せ
の
回
数
が
増
え
、

顧
問
先
へ
の
提
案
も
増
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

―
顧
問
先
や
業
務
に
関
す
る
情
報

共
有
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

か
。

藤
井　

書
類
を
す
べ
て
電
子
化
し
、

共
有
サ
ー
バ
ー
で
共
通
ル
ー
ル
に
基

づ
い
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
情
報
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
こ

と
で
、
業
務
の
標
準
化
や
適
正
な
振

り
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ト

ー
タ
ル
の
残
業
時
間
も
減
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

藤
井　

私
は
医
業
や
農
業
に
特
化
す

る
こ
と
で
一
気
に
顧
問
先
を
増
や
す

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

時
代
の
流
れ
を
敏
感
に
捉
え
、
先
読

み
す
る
こ
と
が
で
き
た
成
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
代
替
わ
り

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓

す
る
と
い
う
感
性
を
持
ち
、
拡
大
路

線
を
維
持
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

既存マーケットに固執せず、新しい分野の開拓に注力されている
藤井泉先生

大
切
な
情
報
を
扱
う
の
で
、
最
新
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
従
業
員
の
入
退
室
に
関
し
て

は
I
C
カ
ー
ド
で
完
全
管
理
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

部
署
や
職
位
に
よ
っ
て
入
出
で
き
る

部
屋
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
情
報
漏

え
い
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
1
階
に
は
打
ち
合
わ
せ
ル
ー
ム
が

あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
事
前
に

申
請
し
た
職
員
し
か
ロ
ッ
ク
を
解
除

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
業
務
ス
ペ
ー
ス
に
も
特
徴
が
あ

藤
井　

当
事
務
所
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
評

価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
営
業
成
績
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に

向
か
う
姿
勢
、
提
案
力
な
ど
を
考
慮

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
会
計
が
不

得
手
で
も
、
そ
の
分
だ
け
そ
の
他
の

能
力
が
高
け
れ
ば
十
分
に
評
価
さ
れ

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

職
員
は
自
然
と
自
分
の
個
性
を
伸
ば

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

―
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
も
強
化
さ

れ
た
よ
う
で
す
ね
。

藤
井　

3
年
前
に
3
階
建
て
の
自
社

ビ
ル
に
移
転
し
ま
し
た
。
お
客
様
の

事 務 所 訪 問事 務 所 訪 問

　藤井先生は学生時代、法学部に所属していました。大学

卒業後は弁護士だった叔父の事務所で働くようになりましたが、

次第に中小企業の経営支援に興味を持ち、税理士の道に

関心を抱くようになりました。そして、弁護士事務所で働きな

がら税理士試験の勉強を続け、1967年に税理士試験に合

格。その後、奥様の実家のある群馬県伊勢崎市に事務所

を開業しました。さらに1985年の医療法改正を機に医業分

野の研究を始め、業界に先駆けて病医院や福祉施設の経

営支援を手掛けるなど、現在は幅広い分野の経営支援を展

開しています。

税 理 士 ま で の 歩 み
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す
。

②
事
業
承
継
と
し
て
M
＆
A
を
決
断

す
る
時

近
年
、M
＆
A
が
普
及
し
た
と
は

い
え
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
は
容
易
に
そ

れ
を
選
択
し
な
い
も
の
で
す
。
そ
の

社
長
が
創
業
者
で
あ
れ
二
代
目
、
三

代
目
で
も
家
業
や
生
業
と
も
い
え
る

会
社
を
売
却
す
る
に
は
葛
藤
の
上
の

決
断
が
必
要
で
す
。
社
長
は
、
孤
独

に
、
そ
し
て
秘
密
裏
に
多
く
の
選
択

を
検
討
し
、M
＆
A
と
い
う
結
論
を

導
き
出
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
信
頼

で
き
る
親
族
に
こ
れ
を
打
ち
明
け
、

経
緯
を
説
明
し
、
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
の
場
合
は
、
こ
の
判
断

に
迷
い
企
業
価
値
が
減
少
し
て
か
ら

M
＆
A
に
着
手
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。
企
業
価
値
と
は
、
会
社

が
持
つ
技
術
や
顧
客
、
従
業
員
、
製

品
市
場
性
な
ど
の
総
合
評
価
で
す
。

ま
さ
し
く
、M
＆
A
の
譲
渡
価
格
に

連
動
す
る
だ
け
に
、
決
断
の
遅
れ
は

避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

③
事
業
承
継
と
し
て
の
M
＆
A
に
着

手M
＆
A
を
決
意
し
、
株
主
で
あ
る

親
族
な
ど
の
同
意
を
得
た
後
は
、M

＆
A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
仲
介
機
関
や

F
A
と
呼
ぶ
）
を
選
定
し
ま
す
。M

＆
A
の
F
A
と
し
て
は
、
銀
行
・
証

券
な
ど
の
金
融
機
関
や
M
＆
A
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
あ
り
ま
す
。

会
計
事
務
所
が
こ
の
F
A
を
担
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

M
＆
A
で
は
一
般
的
に
、
売
り
手

と
買
い
手
が
そ
れ
ぞ
れ
F
A
を
依
頼

し
ま
す
。
中
小
企
業
の
M
＆
A
で
は
、

ま
れ
に
売
り
手
と
買
い
手
の
双
方
代

円
で
、
成
功
報
酬
が
同
額
で
は
手
取

り
は
0
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

F
A
の
手
数
料
が
高
い
と
し
て
、

仲
間
内
（
旧
知
の
会
社
に
譲
渡
等
）

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
書
籍
に
頼
り
M

＆
A
を
進
め
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
専
門
知
識
や
経
験
の
必
要

な
法
的
手
続
き
も
あ
り
、
お
勧
め
で

き
ま
せ
ん
。
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
は
、
業
務
上
で
守
秘
義
務
を
課
せ

ら
れ
て
い
る
、
税
理
士
の
皆
さ
ん
や

金
融
機
関
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会
議

所
も
「
相
談
に
乗
り
ま
す
」
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
継
続
を
行
わ
ず
に
、
廃

業
（
解
散
・
清
算
）
を
選
択

す
る

①
事
業
継
承
に
係
る
社
長
の
決
断

事
業
継
承
に
係
る
社
長
の
決
断
に

は
、
①
上
場
、
②
親
族
内
承
継
（
委

任
的
）、
③
第
三
者
承
継
（
委
任
的

I　

事
業
の
後
継
者
が
お
ら
ず
、

M
＆
A
の
道
を
探
る

①
事
業
承
継
手
段
と
し
て
の
M
＆
A

前
号
で
、
事
業
承
継
対
策
の
基
本

的
な
流
れ
を
示
し
、
そ
の
第
2
ス
テ

ッ
プ
に
「
委
任
的
な
事
業
承
継
の
選

択
」
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

親
族
や
従
業
員
な
ど
既
知
の
人
材
に

事
業
を
委
任
す
る
こ
と
で
、
親
族
内

承
継
や
M
B
O
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

そ
の
対
極
に
あ
る
の
が
、
譲
渡
的

事
業
承
継
法
と
し
て
の
M
＆
A
。
こ

れ
は
、
当
該
企
業
の
事
業
価
値
を
認

め
る
人
や
法
人
が
、
対
価
を
も
っ
て

買
収
し
ま
す
。
買
収
の
対
象
は
、
株

式
で
あ
っ
た
り
事
業
で
あ
っ
た
り
会

社
の
財
産
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

の
中
で
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
で

は
株
式
譲
渡
が
一
般
的
に
使
わ
れ
ま

理
の
F
A
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
売
り
と
買
い
の
利
益

は
相
反
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
避
け

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

F
A
の
依
頼
先
は
、
慎
重
に
選
定

し
ま
す
。
ま
ず
、M
＆
A
は
秘
中
の

秘
で
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

部
外
者
に
知
れ
た
途
端
に
企
業
価
値

は
棄
損
に
向
か
い
ま
す
。
次
に
、
高

度
で
専
門
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

能
力
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
手
数
料
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ

ー
フ
ィ
ー
）
の
折
り
合
い
の
つ
く

F
A
を
選
別
し
ま
す
。
売
り
手
は
、

生
涯
に
一
度
の
こ
と
が
多
く
、
相
場

観
を
持
ち
合
わ
せ
ま
せ
ん
。M
＆
A

譲
渡
価
格
の
5
％
前
後
の
成
功
報
酬

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
最
低
報
酬
が

数
千
万
円
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

う
で
す
。
譲
渡
価
格
が
5
0
0
0
万

シ
リ
ー
ズ
企
画

中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、事
業
承
継
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。本
企
画
で
は
、

経
営
手
法
の
受
け
渡
し
や
承
継
の
基
盤
作
り（
後
継
者
育
成
）な
ど
に
つ
い
て
、実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
、

留
意
点
等
を
、前
号
と
今
号
の
2
回
に
わ
た
っ
て
解
説
し
ま
す
。

企
業
の
事
業
承
継
に
お
け
る
実
務
支
援
②

杉
す ぎ た

田 利
と し お

雄 氏
MJS税経システム研究所客員研究員。
株式会社エム・エム・プラン・株式会
社経営財務支援協会代表取締役。会
計システムを扱う企業でシステム・コ
ンサルティング・グループ・マネジャー、
情報センター長に従事した後、1989
年にマネジメントとマーケティングの
コンサルティングを手掛ける株式会社
エム・エム・プランを創業。2006年
には各地の弁護士、税理士と協力し、
株式会社経営財務支援協会（BFCA）
を創業し、代表取締役に就任。JSK
事業再生研究会を補佐する。
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ま
た
は
譲
渡
的
）、
④
M
＆
A
、
⑤

廃
業

―
が
あ
り
ま
す
。
廃
業
も
社

長
の
決
断
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
廃

業
に
も
構
想
的
（
計
画
的
・
戦
略

的
）
廃
業
と
構
想
外
（
偶
発
的
・
過

誤
的
）
の
廃
業
が
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
構
想
的
廃
業
を
検

討
し
て
み
ま
す
。

②
計
画
的
・
戦
略
的
な
廃
業

長
く
経
営
指
導
を
し
て
い
て
も
、

計
画
的
・
戦
略
的
な
廃
業
を
指
導
す

る
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
定
説
や
帰
納
的
な
推
論
も
持
ち

あ
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
つ
の

事
例
か
ら
教
訓
な
ど
を
導
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。◆

W
社
は
関
与
当
初
、
個
人
事
業
で

し
た
。
創
業
者
の
N
氏
は
事
業
一
辺

倒
の
人
で
、
法
務
や
税
務
に
は
疎
い

と
い
う
よ
り
も
無
関
心
で
し
た
。
当

時
美
容
系
の
店
舗
が
5
カ
所
ほ
ど
あ

り
、
そ
の
運
営
指
導
と
管
理
が
N
氏

の
日
課
で
し
た
。
管
理
と
言
っ
て
も

売
上
の
チ
ェ
ッ
ク
と
店
舗
現
金
の
回

収
程
度
で
、
正
規
の
簿
記
の
記
帳
に

は
程
遠
く
、
納
税
も
白
色
で
、
現
金

は
箪
笥
預
金
と
い
う
状
態
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
W
社
の
経
営
顧
問
と

な
り
、
税
理
士
、
弁
護
士
、
社
労
士

の
各
専
門
家
1
名
の
計
4
名
に
よ
る

顧
問
団
を
組
成
し
、
経
営
の
正
常
化

と
成
長
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
経
営

計
画
は
筆
者
が
担
当
し
、
本
部
（
と

呼
ぶ
事
務
所
）
に
2
名
の
事
務
員
を

雇
用
し
、
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し

た
。
税
理
士
指
導
の
下
で
月
次
決
算

に
取
り
組
み
、
社
労
士
指
導
の
下
で

労
働
関
係
法
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
と
評
価
報
酬
体
系
を
整
備
し
ま

し
た
。
美
容
業
務
に
係
る
医
療
・
薬

事
と
広
告
宣
伝
に
係
る
景
品
表
示
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
筆
者
と
弁
護
士

で
研
究
し
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵

守
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、W
社
は
順
調
に
繁
栄
し
店

舗
も
25
店
を
超
え
、
関
東
全
域
か
ら

東
海
地
方
に
ま
で
店
舗
を
出
し
た
頃
、

変
調
が
起
き
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
顧
問
開
始
か
ら
5
年
ほ
ど
経
過
し

た
時
期
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
苦

情
を
契
機
に
新
聞
の
折
り
込
み
広
告

が
多
く
の
専
売
所
か
ら
拒
絶
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
と
相
関
す
る
よ

う
に
、
店
舗
売
り
上
げ
が
激
減
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

以
降
は
、
凋
落
を
食
い
止
め
る
べ

く
、
広
告
代
理
店
を
通
じ
て
女
性
雑

誌
へ
広
告
を
打
つ
な
ど
の
営
業
改
革

を
行
い
ま
し
た
。
一
方
で
消
費
者
セ

ン
タ
ー
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
対

し
て
、
再
発
防
止
と
業
務
改
善
計
画

を
持
ち
込
む
な
ど
業
務
改
善
を
図
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
に
よ
っ
て

凋
落
は
食
い
止
め
た
の
で
す
が
、
再

成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

さ
ら
に
2
年
が
経
過
し
た
頃
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
限
界
を
感
じ
経
営

者
N
氏
に
廃
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

税
理
士
、
弁
護
士
、
社
労
士
と
の
4

人
体
制
は
継
続
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

法
務
か
ら
労
務
、
税
務
と
手
分
け
し

て
事
業
撤
退
と
廃
業
に
向
け
て
経
営

を
進
め
ま
し
た
。N
社
長
の
説
得
は
、

私
の
担
当
で
す
。
切
り
札
は
、
今
撤

退
を
決
意
し
て
2
年
以
内
に
廃
業

（
解
散
・
清
算
）
す
れ
ば
、N
氏
個
人

の
手
元
に
3
億
円
以
上
を
残
せ
る
こ

と
で
し
た
。

突
発
的
な
廃
業
で
は
な
く
、
計
画

を
持
っ
た
緩
や
か
な
撤
退
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
社
労
士
を
通
じ
て
撤
退
店

舗
の
社
員
へ
の
補
償
と
説
明
を
行
っ

M＆A手順 売り手 買い手 アドバイザー等

①Ｍ＆Ａを決断する
自社の売却のタイミングを
いつにするかは、売却価格
に大きく影響する

経営戦略と資金調達の目処をつける

②仲介機関と契約する
（ない場合もある）

売りのFA（フィナンシャル
アドバイザリー）契約

買いのFA（フィナンシャルアドバイザリー）
契約

M＆Aの相談や相手先の
選別、交渉を担う

③売り手・買い手を探す

売り手の情報はノンネーム
シートで出す。ここには、
業種、所在地、売上高、店舗
数などの設備、譲渡理由、特
徴などが大まかな情報が記
載され、会社名が判明しな
いようにする

買い手が仲介機関に買収先を見つけても
らう場合は、情報を待つ

売り手のFAは、当該事案
をどのM＆Aルートに流
すか、戦略を練る。買い
手のFAは、幅広い情報網
の中から、最適の売り手
をピックアップする

④企業評価を行う（③の
前の場合もある）

この段階は、売りの希望価
格に留める

この段階は、開示情報に基づく仮の価値評
価に留まる

純資産方式が多く、ＤＣ
Ｆ法や収益還元法なども

⑤相手と交渉する
秘密保持契約を締結。買い
手要求の資料を提供。従業
員に秘匿のまま作業を行う

秘密保持契約を締結。売り手の詳細な資
料を要求し、その情報を検討する

必要に応じて、経営者同
士の面談を設定する。買
収価額等の条件交渉を行
う

⑥買い手が意向表明書を
提示する

様々な情報に基づいて買収金額、支払方法、
旧経営陣や社員の待遇を表明する

⑦基本合意書を締結する この締結によって、相手先
が1社に絞られる

基本合意書には、有効期限、や独占契約、
買収監査前の株価、スキーム、役員・従業
員の処遇などを記載する

最終契約に準じる契約で
あることに十分留意する

⑧デューデリジェンス
（DD）を実施する

買い手のDD調査に協力す
る

財務上、税務上のリスクはないか（売掛金
の回収可能性、不良在庫の存在、退職給付
債務、債務保証等）、法務上のリスクはな
いか（従業員・組合・取引先との係争事件等）、
その他リスク（土壌汚染等）を精査する

買い手に対し、DD実施の
有無、規模や重点方針を
助言する

⑨最終契約を締結する
最終的なM&A条件を納得
できるか否か検討し、合意
の場合締結する

DDで発見された問題や課題を株価等の条
件で調整し、基本合意書の段階で留保され
た問題も対応する

⑩クロージング 右に同じ 対価の支払、株券の受け渡し、代表取締役
の交代などの形式的手続きを実行する

最終契約とクロージング
を一度に行うこともある

⑪統合活動を開始する 従業員や取引先、利害関係者に説明し、理
解を得て、早期のシナジー効果を推進する

図1 一般的なＭ＆Ａの流れ
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た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
問
題
は
軽
微

で
済
み
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
W
社

は
、
美
容
用
品
販
売
と
店
舗
施
術
の

2
法
人
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
2
社
間
の
貸
借
に
係
る
税
務
課
題

は
、
特
別
清
算
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
対
応
し
ま
し
た
。
お
金
と
税
、

商
法
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
弁
護

士
と
税
理
士
の
指
導
の
下
に
進
め
ま

し
た
。
こ
の
時
、
私
は
特
別
清
算
人

と
し
て
1
年
間
そ
の
任
を
遂
行
し
ま

し
た
。

法
人
の
解
散
と
特
別
清
算
が
完
了

し
た
後
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
経

営
顧
問
の
私
と
社
労
士
、
弁
護
士
は

解
任
さ
れ
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
経
営
者
の
利
害
が

や
や
反
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
営
が

窮
境
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
シ
ン
ド

イ
な
り
に
も
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

顧
問
継
続
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

廃
業
や
M
＆
A
売
却
と
な
る
と
通
常

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
お
役
御
免
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
W
社
の
ケ
ー
ス
で

は
、
税
理
士
業
務
が
継
続
さ
れ
ま
し

た
。
法
人
は
解
散
し
ま
し
た
が
、N

氏
個
人
の
顧
問
と
し
て
継
続
さ
れ
た

の
で
す
。

◆

こ
の
廃
業
か
ら
約
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
税
理
士
さ
ん
と
筆
者
は

交
流
が
続
い
て
お
り
、N
氏
の
近
況
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
10
年
の
間
に

幾
つ
か
の
投
資
に
は
失
敗
し
た
よ
う

で
す
が
、
都
内
に
大
き
な
自
宅
を
構

え
、
ア
パ
ー
ト
収
入
も
あ
り
幸
せ
そ

う
だ
」
と
の
こ
と
で
す
。
早
め
の
決

断
が
功
を
奏
し
た
事
例
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
構
想
外
（
偶
発
的
・
過
誤
的
）
の

廃
業

経
営
コ
ン
サ
ル
を
し
て
い
る
と
、

「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
想
定
外
の
形
で
倒
産
に
追
い
や
ら

れ
る
ケ
ー
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

す
。
倒
産
の
原
因
は
、
経
営
環
境
の

変
化
や
取
引
先
の
変
調
な
ど
様
々
で

社
長
の
責
任
ば
か
り
で
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
経
営
が
窮
境
に
な
っ

て
か
ら
の
対
応
に
、
社
長
と
し
て
の

稚
拙
さ
が
目
立
ち
ま
す
。

稚
拙
な
対
応
と
し
て
よ
く
あ
る
ケ

ー
ス
に
、「
借
金
を
返
す
た
め
に
す
る

借
金
」
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
金

利
2
％
の
借
入
が
返
済
で
き
な
い
の

で
、
あ
れ
こ
れ
画
策
し
高
利
の
借
入

を
す
る
。
金
融
機
関
が
貸
さ
な
い
の

で
、
友
人
・
知
人
、
親
族
か
ら
借
り

る
。
正
直
な
デ
ー
タ
の
財
務
諸
表
を

開
示
す
る
と
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ

そ
う
に
な
い
か
ら
嘘
の
財
務
諸
表
を

で
っ
ち
上
げ
て
借
入
を
申
し
込
む
…
。

経
営
に
頑
張
り
は
必
要
で
す
が
、
無

理
は
禁
物
で
す
。
実
行
可
能
な
経
営

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
が
必
要
で
、

そ
れ
が
無
理
で
あ
れ
ば
前
述
の
と
お

り
廃
業
の
指
導
も
あ
り
得
ま
す
。

「
借
金
を
返
す
た
め
に
す
る
借
金
」

の
行
く
末
に
〝
経
営
破
た
ん
〞
が
あ

り
ま
す
。
経
営
破
た
ん
は
、
必
ず
し

も
倒
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業

再
生
（
再
建
）
が
叶
わ
な
か
っ
た
時

は
〝
廃
業
〞
と
な
り
ま
す
。
廃
業
に

は
、
法
的
手
続
き
と
し
て
清
算
と
破

産
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に

伴
う
税
務
（
申
告
や
自
治
体
へ
の
届

け
出
等
）
や
法
務
局
へ
の
法
人
登
記

抹
消
手
続
き
な
ど
が
必
要
で
、
税
理

士
の
皆
さ
ん
や
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
や
依
頼
が
あ
る
事
項
で

す
。想

定
外
の
倒
産
の
現
実
的
な
問
題

は
、
経
営
者
が
様
々
な
契
約
の
不
履

行
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
借
入
先
の

金
融
機
関
に
限
ら
ず
、
取
引
先
・
得

意
先
や
従
業
員
と
そ
の
家
族
な
ど
に

社
会
的
な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
迷
惑

を
被
っ
た
方
か
ら
は
同
情
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
は
怒
り
を

買
い
ま
す
。
怒
り
や
憤
り
の
矛
先
は
、

経
営
者
に
向
か
い
ま
す
。
経
営
者
は

関
係
者
に
お
詫
び
を
繰
り
返
し
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
、
怒
り
は
収
ま
り

ま
せ
ん
。
時
と
し
て
、
社
会
性
だ
け

で
な
く
人
間
性
ま
で
否
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
上
、
経
営
者
の
家
族
ま
で
が
怒

り
の
対
象
と
な
る
こ
と
ま
で
あ
る
の

で
す
。
そ
の
結
果
、
一
家
離
散
や
夜

逃
げ
、
自
殺
と
い
っ
た
悲
劇
が
起
き

た
り
し
ま
す
。
従
っ
て
、
想
定
外
の

廃
業
は
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
事
象

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
を
顧
問
会
計
事

務
所
の
視
点
で
見
据
え
る
と
、
経
費

を
切
り
詰
め
、
思
い
つ
く
だ
け
の
経

営
改
善
が
で
き
た
上
で
の
営
業
利
益

を
も
っ
て
し
て
も
有
利
子
負
債
の
弁

済
が
進
ま
な
い
会
社
に
対
し
て
は
、

事
業
再
生
の
着
手
か
計
画
的
な
廃
業

を
決
断
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

Ⅲ　

事
業
承
継
は
、
税
理
士
業
務

に
向
か
な
い
と
い
う
意
見
へ

の
提
言

最
後
に
、
前
号
で
取
り
上
げ
ま
し

た
、「
事
業
承
継
は
、
税
理
士
業
務

に
向
か
な
い
と
い
う
意
見
」
に
対
す

る
私
の
考
え
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

・
顧
問
先
の
事
業
承
継
対
策
は
、
ど

こ
で
報
酬
を
得
る
の
か

　

事
業
承
継
対
策
を
商
品
化
し
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。
商
品
化
に

は
、
商
品
名
（
例
：
会
計
事
務
所

だ
か
ら
で
き
る
長
期
事
業
承
継
対

策
）
や
価
格
（
月
額
、
ス
テ
ッ
プ

ご
と
な
ど
）、
商
品
概
要
（
承
継
計

画
と
進
捗
管
理
な
ど
）
が
必
要
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
た
ら
、
広

報
や
宣
伝
も
必
要
で
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
事
務
所
案
内
に
織
り
込

む
と
低
コ
ス
ト
で
告
知
で
き
ま
す
。

・
そ
も
そ
も
事
業
承
継
（
対
策
で
は

な
い
）
は
、
税
理
士
の
仕
事
で
な

く
司
法
書
士
や
弁
護
士
の
仕
事
だ

ろ
う

　

資
金
や
税
金
に
係
る
部
分
に
特

化
し
て
、
法
務
や
経
営
に
係
る
部

分
は
他
の
士
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
顧
問
を
続
け
て
い
れ
ば
や
が
て
来

る
（
起
こ
る
）
こ
と
な
の
で
、
面

倒
な
こ
と
は
避
け
た
い

　

前
述
し
た
と
お
り
、
計
画
が
な

い
と
経
営
破
た
ん
や
廃
業
に
繋
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
顧
問

料
ア
ッ
プ
が
で
き
な
く
て
も
顧
問

先
へ
の
指
導
の
一
環
と
し
て
事
業

承
継
対
策
を
実
施
し
て
損
は
無
い

と
思
い
ま
す
。
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昨
年
9
月
に
発
表
さ
れ
た「
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」(

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所)

で
全
国
最
下
位
に

転
落
し
て
し
ま
っ
た
茨
城
県
で
す
が
、実
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
茨
城
県
南
部
の
つ
く
ば
市
を
中
心
と
し
た
地
域
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

茨
城
県
南
部

鯨井 規功 代表
税理士法人鯨井会計

ご案内人

上：①全長50m、大迫力のH-Ⅱロケット
下：②宇宙服のモデルと若田光一さんのパネル

「
宇
宙
飛
行
士
コ
ー
ス
」「
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」「
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ー

ス
」
の
3
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
宇

宙
飛
行
士
の
基
礎
訓
練
・
健
康
管
理

の
た
め
の
施
設
を
見
学
す
る
「
宇
宙

飛
行
士
コ
ー
ス
」
で
は
、
宇
宙
飛
行

士
の
最
終
選
抜
試
験
で
使
用
し
た

「
閉
鎖
環
境
適
応
訓
練
施
設
」
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
で
は
、
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
実
験

棟
「
き
ぼ
う
」
の
運
用
管
制
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
現
場
を
訪
れ
ま
す
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ス
」
で
は
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
を
疑
似
体
験
。
打
ち
上
げ
時

に
近
づ
け
る
ギ
リ
ギ
リ
の
地
点
（
発

射
点
か
ら
半
径
3
㎞
先
）
で
の
発
射

時
の
音
響
を
録
音
し
た
も
の
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
道
を「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」で
走
る

「
セ
グ
ウ
ェ
イ
シ
テ
ィ
ツ
ア
ー
in

つ
く
ば
」

最
近
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
で

も
試
乗
で
き
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」
で
す
が
、
公
道

を
走
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
日
本
で

「
セ
グ
ウ
ェ
イ
シ
テ
ィ
ツ
ア
ー
in
つ
く

ば
」
だ
け
で
す（
③
）。
緑
あ
ふ
れ
る

公
園
や
有
名
な
建
築
家
が
手
が
け
た

建
築
物
な
ど
、
市
内
各
所
を
巡
り
ま

す
。実

際
に
乗
っ
て
み
る
と
、
見
た
目

以
上
に
楽
し
く
、
操
作
も
簡
単
で
、

誰
で
も
す
ぐ
に
ス
イ
ス
イ
と
乗
り
こ

な
せ
ま
す
。
一
度
で
も
乗
る
と
、
そ

の
爽
快
感
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
今
は
大
変
な
人
気
で
予
約

が
何
カ
月
も
先
ま
で
埋
ま
っ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
る

技
術
が
集
結
し
た
学
術
・
研
究
学
園

都
市
を
訪
ね
れ
ば
、
日
本
と
世
界
の

最
先
端
技
術
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
代
表
例
を
挙
げ
る
な
ら
、

や
は
り
「
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
で

し
ょ
う
。

J
A
X
A（
独
立
行
政
法
人
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
）
は
、
我
が
国

の
宇
宙
航
空
分
野
に
お
け
る
基
礎
研

究
か
ら
開
発
・
利
用
に
至
る
ま
で
一

貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
宇
宙

開
発
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
「
筑
波
宇

宙
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
開
発
当
時
は

世
界
水
準
の
打
ち
上
げ
能
力
・
性
能

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
H
―
Ⅱ
ロ
ケ

ッ
ト
の
実
物
や
人
工
衛
星
の
試
験
モ

デ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
宇

宙
開
発
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
①
）。

同
セ
ン
タ
ー
の
見
学
ツ
ア
ー
は

宇
宙
開
発
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

J
A
X
A
「
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」

2
0
0
5
年
8
月
に
開
通
し
た

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
に
よ
り
、

東
京
・
秋
葉
原
か
ら
最
短
45
分
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
っ
た
つ
く
ば

市
は
、
学
術
・
研
究
学
園
都
市
と
し

て
も
有
名
で
す
。
市
内
に
は
国
や
大

手
企
業
の
研
究
拠
点
が
約
3
0
0

カ
所
あ
り
、
2
万
人
を
超
え
る
研
究

者
が
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
未
来
の

12月刊税理士事務所CHANNEL



こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
式
サ
イ

ト
を
マ
メ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
も
公
式
サ
イ
ト

か
ら
行
え
ま
す
。

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る

つ
く
ば
市
の
シ
ン
ボ
ル「
筑
波
山
」

「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」
や

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア
つ
く
ば
」

と
い
っ
た
数
々
の
施
設
や
研
究
機
関

が
軒
を
連
ね
る
つ
く
ば
市
で
す
が
、

市
街
地
か
ら
一
歩
足
を
踏
み
出
せ
ば
、

そ
こ
に
は
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
特
に
つ
く
ば
市
の
北
端
に

位
置
す
る
霊
峰
「
筑
波
山
」
は
、
つ

く
ば
市
の
自
然
や
歴
史
を
語
る
上
で

外
せ
ま
せ
ん（
④
）。

万
葉
集
や
百
人
一
首
に
詠
ま
れ
、

日
本
百
名
山
、
日
本
百
景
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
る
筑
波
山
の
標
高
は

8
7
7
m
。
百
名
山
の
中
で
は
最
も

低
い
山
で
す
が
、
そ
の
眺
望
は
素
晴

ら
し
く
、
晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
や

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
も
望
め
ま

す
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
を
利
用
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
登

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
人
気
の
理
由

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は

筑
波
山
神
社
境
内
に
そ
び
え
る
樹
齢

8
0
0
年
の
大
杉
や
立
身
出
世
・
財

運
の
伝
説
が
残
る
ガ
マ
医
師
、
弁
慶

の
戻
り
石
な
ど
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

全
国
2
位
の
湖
面
積
を
誇
る

「
霞
ヶ
浦
」が
多
彩
な
食
と

文
化
を
育
む

「
筑
波
山
」
と
い
う
名
山
が
あ
る

一
方
で
、
茨
城
県
に
は
全
国
2
位
の

湖
面
積
を
持
つ
「
霞
ヶ
浦
」
が
あ
り

ま
す
。
茨
城
県
全
体
の
3
分
の
1
以

上
を
占
め
る
霞
ヶ
浦
は
、
深
度
が
平

均
4
m
と
浅
く
、
コ
イ
や
ワ
カ
サ
ギ
、

ハ
ゼ
な
ど
が
獲
れ
る
豊
か
な
漁
場
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
鯉

の
養
殖
が
盛
ん
で
、「
鯉
の
う
ま
煮
」

は
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い（
⑤
）。

ち
な
み
に
、
霞
ヶ
浦
に
隣
接
す
る

行
方
市
に
あ
る
道
の
駅
で
は
「
こ
い

パ
ッ
ク
ン
」
と
い
う
名
の
鯉
バ
ー
ガ

ー
を
販
売
し
て
い
ま
す（
⑥
）。
鯉
を

甘
い
照
り
焼
き
風
に
仕
上
げ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
で
、
濃
い
味
付
け
な
が
ら

も
肉
は
魚
ら
し
く
サ
ッ
パ
リ
し
て
い

て
、
実
に
美
味
で
す
。

そ
し
て
、「
霞
ヶ
浦
」
の
夏
の
風

物
詩
と
い
え
ば
「
帆
引
き
船
」
で

す（
⑦
）。
か
す
み
が
う
ら
市
に
生
ま

れ
た
折
本
良
平
と
い
う
人
が
発
明
し
、

明
治
13
年
に
初
め
て
霞
ケ
浦
に
浮
か

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
46

年
に
観
光
帆
引
き
船
と
し
て
復
活
し
、

夏
季
に
は
遊
覧
船
と
し
て
出
航
し
て

い
ま
す
の
で
、
観
光
客
も
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
か
す
み
が
う
ら
市
、

土
浦
市
、
行
方
市
の
霞
ケ
浦
沿
岸
3

市
か
ら
出
航
し
て
い
ま
す
が
、
操
業

期
間
や
料
金
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
て

か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
霞
ヶ
浦
に
隣
接
し
た
土

浦
市
の
名
産
で
あ
る
「
れ
ん
こ
ん
」

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
土
浦

市
が
生
産
日
本
一
を
誇
る
れ
ん
こ

ん
は
、「
れ
ん
こ
ん
サ
ブ
レ
ー
」
や

「
は
す
も
の
が
た
り
」（
れ
ん
こ
ん
の

漬
物
）、「
れ
ん
こ
ん
カ
レ
ー
」
や

「
れ
ん
こ
ん
め
ん
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
加
工
品
と
し
て
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す（
⑧
）。
そ
の
中
で
も
テ

レ
ビ
番
組
『
あ
さ
イ
チ
』（
N
H
K
）

で
喘
息
や
花
粉
症
に
良
い
と
紹
介
さ

れ
た
「
れ
ん
こ
ん
粉
末
」
は
、
あ
ま

り
の
人
気
で
生
産
が
追
い
つ
か
な
い

そ
う
で
す
。

茨
城
県
に
は
そ
の
他
に
も
数
多
く

の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
事
だ

け
で
は
と
て
も
書
き
尽
く
せ
な
い
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上：③公道を走るセグウェイツアーは大人気
下：④霊峰 筑波山の雄大な姿

上：⑤霞ヶ浦名産の鯉のうま煮
下：⑥新名物!? こいパックン

上：⑦涼を運んでくる帆引き船
下：⑧土浦名産れんこんの加工品
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新
産
業
創
出
の
た
め
ぶ
ど
う
栽

培
と
ワ
イ
ン
造
り
に
着
手

岩
の
原
葡
萄
園
の
創
業
は

1
8
9
0
年
（
明
治
23
年
）。
こ
の

地
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
大
地
主
の

6
代
目
当
主
で
あ
っ
た
川
上
善
兵
衛

が
自
宅
の
庭
園
に
く
わ
を
入
れ
、
ぶ

ど
う
園
を
開
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
と
い

う
〝
新
し
い
時
代
〞
の
空
気
を
一
身

に
浴
び
て
育
っ
た
善
兵
衛
が
目
指
し

た
の
は
、
農
民
救
済
の
た
め
に
新
産

業
を
創
出
す
る
こ
と
。「
そ
の
中
で
も

基
本
食
糧
で
あ
る
コ
メ
の
栽
培
を
妨

げ
ず
、
荒
れ
地
で
栽
培
で
き
る
作
物

は
何
か
と
検
討
し
、
ぶ
ど
う
に
着
目

し
た
。
同
時
に
冬
場
の
農
民
に
職
を

提
供
す
る
た
め
に
ワ
イ
ン
造
り
も
始

め
た
」
と
坂
田
敏
社
長
は
説
明
す
る
。

ち
な
み
に
、
ワ
イ
ン
造
り
に
関
し
て

は
善
兵
衛
の
祖
父
の
時
代
か
ら
親
交

が
あ
っ
た
勝
海
舟
の
助
言
も
あ
っ
た

そ
う
だ
。「
欧
米
の
食
生
活
に
不
可
欠

な
ワ
イ
ン
が
日
本
に
も
根
付
い
て
い

く
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
た
善
兵
衛
は
、

当
初
か
ら
果
実
本
来
の
渋
み
や
酸
味

を
残
し
た
本
格
的
な
ワ
イ
ン
醸
造
を

志
向
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
平
坦
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
国
内

で
主
流
だ
っ
た
の
は
甘
味
を
加
え
た

い
わ
ゆ
る
ス
イ
ー
ト
ワ
イ
ン
で
、
善

兵
衛
の
理
想
と
し
た
ワ
イ
ン
は
ま
っ

た
く
売
れ
な
か
っ
た
。
借
金
返
済
の

た
め
に
土
地
を
す
べ
て
売
却
し
、
私

財
も
尽
き
た
1
9
3
4
年
（
昭
和
9

年
）
に
現
れ
た
の
が
、
寿
屋
（
現
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）

の
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
。
彼
は
坂

口
謹
一
郎
博
士
の
紹
介
で
、
赤
玉
ポ

ー
ト
ワ
イ
ン
の
原
料
ワ
イ
ン
を
造
る

場
所
と
し
て
岩
の
原
葡
萄
園
を
買
い

取
り
、
窮
地
を
救
っ
た
の
だ
。

ぶ
ど
う・ワ
イ
ン
へ
の
情
熱
が

優
秀
な
国
産
品
種
を
生
む

善
兵
衛
は
逆
境
の
中
に
あ
っ
て

も
そ
の
情
熱
を
失
わ
ず
、
ぶ
ど
う

の
品
種
改
良
に
没
頭
し
た
。
22
年

（
大
正
11
年
）
か
ら
44
年
（
昭
和
19

年
）
に
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
合
計

1
万
3
1
1
回
の
品
種
交
雑
を
行
い
、

22
種
を
優
良
品
種
と
し
て
世
に
送
り

出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。
優
良

品
種
と
し
て
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の

は
「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
A
」

で
、
今
で
も
国
内
生
産
量
第
4
位
を

誇
る
。
ま
た
、
生
産
量
で
第
1
位
の

「
巨
峰
」、
第
3
位
の
「
ピ
オ
ー
ネ
」、

第
5
位
の
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ア
ー
リ

ー
」
は
そ
れ
ぞ
れ
善
兵
衛
が
改
良
ま

た
は
海
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
品
種
が

ベ
ー
ス
で
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
ぶ

ど
う
の
約
6
割
ま
で
が
善
兵
衛
に
か

か
わ
り
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、
現
在
の

岩
の
原
葡
萄
園
の
目
標
は
「
善
兵
衛

が
日
本
の
風
土
に
合
う
よ
う
改
良
し

た
ぶ
ど
う
で
最
高
の
ワ
イ
ン
を
造
る

こ
と
だ
」
と
坂
田
社
長
。
事
実
、
日

本
ワ
イ
ン
が
全
国
的
に
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
2
0
0
0
年
代
以

降
、
善
兵
衛
の
開
発
し
た
品
種
に
よ

る
同
社
の
ワ
イ
ン
は
国
産
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
山
梨
、
長
野
に
も
劣
ら
な
い
活

躍
で
存
在
感
を
増
し
て
き
て
い
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
社
で
ワ
イ
ン
の
新
製
品

開
発
に
加
え
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
携
わ
っ
た
坂
田
社

長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
ぶ
ど
う
が
生
み

出
す
多
様
性
こ
そ
ワ
イ
ン
の
本
質
。

そ
の
意
味
で
日
本
ワ
イ
ン
市
場
は
ま

だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
し
、
フ
ラ

ン
ス
産
に
だ
っ
て
負
け
は
し
な
い
」

と
意
欲
的
に
語
っ
て
い
る
。

左：明治31年建造の第二号石蔵。同社の歴史の長さを感じる
右：現在人気の「岩の原ワイン 深

みゆきばな

雪花」。白とロゼもある

新潟　Niigata

日本ぶどう栽培のパイオニアが
国産品種で最高級のワインを目指す

株式会社  岩の原葡萄園

　日本ワイン製造で有名な県といえば、山梨や長野を思い浮かべる人が多いだろうが、
新潟も日本ワインの歴史を語る上で忘れてはいけない土地の一つだ。この地で120年以上にわたって
本格的なワイン造りにこだわる老舗「岩の原葡萄園」の歴史と創業からの変わらぬ理念を紹介したい。

株
式
会
社 

岩
の
原
葡
萄
園

新
潟
県
上
越
市
北
方
1
2
2
3

℡
： 

0
2
5
―
5
2
8
―
4
0
0
2

坂田敏 社長

　日本のワイナリーの中でも屈指の歴史を誇る岩の原葡萄園。

川上善兵衛が1万回以上にも及ぶ交雑をしたというだけでも、

思わず尊敬の念を抱いてしまいます。しかも、ぶどうは収穫

量と品質が安定するまでに10年以上もかかるというから驚

きです。この長期的経営の徹底こそ、同社の百年経営の秘訣

ではないでしょうか。なお、同社の赤ワインはソムリエ・田

崎真也さんが選ぶ「21世紀に残したいワイン64本」にも選ば

れたことがあるそうです。次の100年に向けて、さらなる飛

躍を期待したいと思います。

百
年
企
業

百
年
企
業

長寿企業を研究する日本経済大学・後藤俊夫教授の「目」
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無
事
に
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
も
税
理
士
業

務
を
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
よ
う

に
と
の
願
い
の
た
め
の
お
参
り
で

あ
る
。

ま
ず
は
正
月
に
伊
勢
神
宮
を
お

参
り
し
た
。
正
月
と
あ
っ
て
参
拝

者
で
大
変
な
混
雑
で
は
あ
っ
た

が
、
鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道
を
通
っ

た
瞬
間
は
な
ん
と
も
神
聖
な
気
持

ち
に
な
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
。
と
に
か
く
心
が
清
め
ら

れ
、
は
る
ば
る
遠
く
ま
で
お
参
り

に
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
感
じ

た
。
半
年
後
、
今
度
は
縁
結
び
の

神
様
で
知
ら
れ
る
出
雲
大
社
へ
行

く
こ
と
に
し
た
。
と
り
わ
け
男
女

の
縁
結
び
を
想
像
し
が
ち
で
あ
る

が
、
私
は
こ
れ
か
ら
先
、
仕
事
で

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
良
い
縁
が

持
て
ま
す
よ
う
に
と
の
思
い
を
込

め
、
し
っ
か
り
お
参
り
し
て
き

た
。
出
雲
大
社
の
歴
史
を
ガ
イ
ド

さ
ん
が
と
て
も
親
切
に
、
そ
し
て

熱
心
に
教
え
て
く
れ
た
の
も
幸
い

し
て
、
こ
れ
ま
た
本
当
に
お
参
り

し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

普
段
、
神
様
へ
の
信
仰
な
ど
な

か
っ
た
私
が
急
に
お
参
り
と
は
神

様
に
は
怒
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
2
つ
の
お
参
り
旅

行
を
通
し
て
、
今
ま
で
な
ん
と
か

税
理
士
業
務
を
や
っ
て
こ
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
、
ま
た
多
く
の

方
々
と
良
い
縁
が
持
て
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
人
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
な
仕
事
を

た
く
さ
ん
し
て
い
き

た
い
と
強
く
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
旅
行
で

あ
っ
た
。

今
年
41
歳
に
な
り
、
本
厄
を
迎

え
た
。
税
理
士
と
し
て
登
録
し
て

か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
15
年
が
経

過
し
た
。
こ
の
業
界
は
と
に
か
く

い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
が
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
常
日
頃
か
ら
思
っ

て
い
る
。
お
客
様
は
紹
介
そ
し
て

紹
介
で
繋
が
っ
て
い
き
、
時
に
は

お
褒
め
い
た
だ
き
、
ま
た
時
に
は

叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

と
て
も
刺
激
が
あ
り
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
税
理
士
と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
過
ご
し
て

い
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

さ
て
厄
年
を
迎
え
、
私
の
地
元

諏
訪
に
は
諏
訪
大
社
と
い
う
立
派

な
神
社
は
あ
る
が
、
こ
の
際
、
厄

払
い
と
い
う
こ
と
で
式
年
遷
宮
を

迎
え
た
伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社
に

も
お
参
り
に
行
き
た
い
衝
動
に
か

ら
れ
、
な
ん
と
か
時
間
を
つ
く
り

お
参
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
伊

勢
神
宮
、
出
雲
大
社
と
も
人
生
に

お
い
て
ま
だ
お
参
り
し
た
こ
と
の

な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
い
ま
ま
で

長野県諏訪市　飯田 昭雄厄年にあたり
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お詫びと訂正
8月号2頁・7頁に掲載の「基調講演」講師のお名前に誤りがあり、
正しくは百田尚樹氏です。謹んでお詫びし、訂正いたします。

「とちぎ秋祭り」
（栃木県栃木市）

　栃木市で2年に一度開催され
る祭りです。平成26年は開催
年で、11月14～16日に行われま
す。祇園祭の山鉾を小規模にし
たような江戸型山車で、「ぶっ
つけ」といったお囃子の競演も
見所です。（田村 栄）

表紙の写真

関東信越ミロク会計人会

CHANNELのロゴが変わりました

出雲大社、「勢
せいだまり
溜の大鳥居」そばの石塔にて
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